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こども基金の創設
津市モーターボート競走事業会計からの繰入金を活用し、こども・子育て政策の推進に必要な財源を確保

２－(１)－① 未来に向けたこども・子育て政策

26

子育てしやすい環境づくり

◆ 全保育施設での使用済み紙おむつ回収処分

◆ 保育士・幼稚園教諭等就労開始応援事業

◆ 放課後児童クラブの整備等の充実・支援

◆ 私立保育施設への保育支援者配置の支援

◆ 転入子育て世帯への空き家購入費用助成

◆ 妊娠中や未就学児のいる家庭へのヘルパー派遣

「こどもまんなか社会」の実現に向け、こどもや若者、子育て当事者の意見を尊重した
「津市こども計画」を策定しました

全てのこども・妊産婦への医療と保健

◆ こどもの医療費助成
(所得制限撤廃、中学生まで窓口無料)

◆ 妊産婦の医療費助成
(所得制限撤廃、窓口無料、自己負担額全額助成)

◆ 妊婦無料歯科健康診査

◆ １か月児無料健康診査

R6.9拡充

子育て家庭への相談支援

◆ こども家庭センターの設置

◆ 児童虐待防止体制の強化

◆ 児童発達支援センター「つぅぽっぽ」

◆ 妊婦等包括相談支援事業

こどもの居場所・遊び場づくり

HOWAパーク

公園などのこどもの遊べる場や遊具のあり方を検討中

げいのう わんぱーく 子育て支援センター

R6.9拡充

R6.9新設

R6.1新設 R7新設

R7新設◆ こどもの任意予防接種費用助成

◆ 久居こどもの遊び場づくり事業

◆ お城公園こども遊び場づくり事業

R7新設

事業期間
R7～R10

２.こども・子育て
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２－(１)－② 津市こども基金
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事業 Ｒ６充当額(当初) Ｒ７充当額(当初)

こども及び妊産婦医療費の助成 (R6.9拡充) ４億７,１７４万円 ５億３,２６７万円

妊娠無料歯科健康診査 (R6.9新設) ３８７万円 ３２０万円

１か月児無料健康診査 (R6.1新設) ３２３万円 －

こどもの任意予防接種費用助成 (R7.7新設予定) － １,９０８万円

転入子育て世帯空き家購入費用助成(R7.4新設予定) － ２,５００万円

合 計 ４億７,８８４万円 ５億７,９９５万円

※ 今後も新規に拡充するこども・子育て政策の推進に活用予定

津市こども基金の概要

本市におけるこども・子育て政策の一層の充実及び妊娠期から子育て期にわたる切れ目の
ない支援の実現に向け、こども・子育て政策に係る事業の推進に必要な財源の確保創設目的

対象事業

こどもの医療費及び妊産婦医療費の助成、妊婦無料歯科健康診査、１か月児無料健康診査、
こどもの任意予防接種費用の助成、転入子育て世帯への空き家購入費用の助成のほか、国の
支援が届かない事業で、かつ、子育てに関わる世帯が直接その恩恵を受けることができる
新規事業・拡充事業

財 源 津市モーターボート競走事業会計からの繰入金の一部を積立

令和５年度補正予算 １０億円 令和７年度当初予算 １０億円

積立金額

津市こども基金充当額の内訳

２.こども・子育て
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〇津市こども計画策定
令和７年３月に、こども基本法に基づき、こ
ども大綱などを勘案しつつ、津市におけるこ
ども・子育て施策を総合的に進めるため策定
した計画で、こども施策を推進するために必
要な事項と基本的な施策の方向性などを示
すもの

その他新規事業

〇こども家庭センター開設
令和６年４月から、それまで別々に設置され
ていた「子育て世代包括支援センター（母子
保健） 」と「子ども家庭総合支援拠点（児童福
祉） 」をこども家庭センターにおいて一体的
に運営することで、全ての妊産婦、こども、子
育て世帯に係る包括的な相談支援体制の充
実を図るよう組織を改正

〇保育士・幼稚園教諭等就労開始応援事業
令和６年４月から、私立保育所等の人材確保
のため、市内の私立保育所・認定こども園・幼
稚園に就職した保育士、保育教諭、幼稚園教
諭に就職準備金１０万円、就労継続支援金１０
万円の計２０万円を支給

〇こどもの医療費助成
令和６年９月から、所得制限を撤廃し、中学
生までの全てのこどもを対象に、医療費の自
己負担分の全額を窓口無料

〇妊産婦医療費の助成
令和６年９月から、所得制限を撤廃し、妊娠
５か月以上出産翌月末日までの全ての妊産婦
を対象に、本人負担額を控除することなく医
療費の自己負担分の全額を窓口無料

〇妊婦無料歯科健康診査
令和６年９月から、妊婦を対象に無料歯科健
康診査を実施

〇１か月児無料健康診査
令和６年１月から、生後１か月から２か月未
満の乳児を対象とした無料健康診査を実施

本市におけるこども・子育て政策の一層の充
実及び妊娠期から子育て期にわたる切れ目
のない支援の実現に向け、こども・子育て政
策に係る事業の推進に必要な財源の確保を
目的として創設

こども基金
（R6.3創設）

令和６年度充当

２－(１)－③ 令和６年度から新規・拡充したこども・子育て施策２.こども・子育て

こども基金活用事業
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〇公立保育施設主食提供全園実施
令和８年１月から、全ての公立保育園・認定こ
ども園において、主食（ごはん）を自園で提供す
ることで、保護者の負担軽減や更なる食育推進
を実施

その他新規事業

〇産前・子育て応援ヘルパー派遣事業
令和７年６月から、妊娠・出産・子育てに対して
不安や負担を抱え、日常生活に支援を必要とす
る家庭に、ヘルパーがご自宅を訪問し、家事や育
児等の支援を実施

〇こどもまんなか社会実現会議
こども・若者、子育て当事者が主体のこども・子
育て政策を創造的に推進することを目的として
設置する会議

こども基金活用事業

〇こども安心サポート任意予防接種費用助成事業
令和７年７月から、流行性耳下腺炎（おたふく
かぜ）予防接種、定期接種済で骨髄移植手術等
の理由によりその免疫効果が期待できなく
なっている方への再接種、同年10月から季節
性インフルエンザ予防接種に対して費用助成を
実施

〇子育て世帯移住促進空き家活用助成事業
令和７年４月から、市外に住む子育て世帯が
本市の空き家を取得して転入した場合、取得費
の一部を支援 〇久居こどもの遊び場づくり事業

久居中央スポーツ公園内プールを廃止し、こど
もが遊びを創造し、遊びを通じて「出来た」が体
験でき、こどもが中心となった新たな人のつな
がりを生む場へと再生する事業

〇お城公園こども遊び場づくり事業
旧社会福祉センターの跡地とその横にある児
童広場を活用したこどもの遊び場を新設し、併
せて天守台跡地の景観とともに楽しめる公園へ
と再生する事業

〇こどもの医療費の助成
〇妊産婦医療費の助成
〇妊婦無料歯科健康診査

令和６年度から
こども基金を活用済

２－(１)－④ 令和７年度から新規・拡充したこども・子育て施策２.こども・子育て

令和７年度充当
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社会全体としてこども施策に取り組むことができるよう、こども施策に関す
る基本理念等を定め、こども施策を総合的に推進することを目的とするもの令和５年４月 こども基本法が施行

すべてのこども・若者が身体的・精神的・社会的に幸福な生活を送ることがで
きる「こどもまんなか社会」の実現を目指すもの

令和５年１２月 国がこども大綱を策定

策
定
の
経
緯

津市こども計画策定

基本方針➀
こども・若者の人格・個性を尊
重するとともに、その権利を
保障し、こども・若者にとって
の最善の利益の実現をめざし
ます

基本方針②
こども・若者、子育て当事者
の視点を尊重し、その意見
を聴きながら、こども施策を
推進します

基本方針③
こども・若者が健やかに成長でき、
すべての子育て当事者が子育ての
喜びを感じ、伸び伸びと子育てでき
るようにライフステージに応じて切
れ目なく支援を行います

基本方針④
様々な人々が関わり、地域
でこども・若者、子育て当事
者を支えるまちをめざしま
す

基本理念
こどもの輝きが未来につながるまち・津

～こどもまんなかまちづくり～

こ
ど
も
ま
ん
な
か
社
会
の
実
現

こども・若者・子育て当事者
の意見を施策へ反映

今後のこども・子育て施策の進め方

こどもまんなか社会
実現会議

こども・若者、子育て
当事者意見ボックス

などを活用

こども基本法に、市町村に対する計
画策定の努力義務が定められている
（法第１０条第２項）

令和７年３月

２－(１)－⑤ 津市こども計画～津市こども・子育て応援プラン～２.こども・子育て
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令和５年９月１日号 広報津より

２－(１)－⑥ 【市長コラム】こども医療費の不安がないまち

31
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２－(１)－⑦【市長コラム】こどもへの支援を平等に

32

令和６年１０月１日号 広報津より

２.こども・子育て
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※各年度の保育所等の状況
は４月１日現在、幼稚園等
の状況は５月１日現在。

※Ｈ２７年度以降の幼稚園
児童数には、認定こども園
１号認定こども数を含む。

（人） （6,890）

制度改正により、平成27年度以降の定員は「利用定員」を表示。
「利用定員」とは、施設において受入可能最大人数を設定した数値であり、年度当初においては「利用定員」を超過した入所は原則行えない。

２－(２)－① 保育所等・幼稚園等の定員と利用児童数等の推移

：保育所等・幼稚園等 定員空き数

：保育所等児童数

：幼稚園等児童数

：定員以上の保育所 受入児童数 （児童数内数）

：保育所等

：幼稚園等
保

幼

※保育所等
・・・保育所、保育を提供する認定こども園、地域型保育事業

※幼稚園等
・・・幼稚園及び認定こども園（1号認定）

２.こども・子育て

5008 5075 5135 5176 5301
5385

5531 5701 5763

5770 5851 5912 5980 6143 6190
6249 6187 6190 6134

87 100 40 〔31〕 〔146〕
〔20〕 〔151〕

〔181〕 〔203〕

〔240〕 〔247〕
〔144〕

〔367〕 〔338〕 [311] [387] 480 491 519

4119 4058 3996 3906 3837 3734 3665 3612 3427 3280 3211 3082 2894 2679 2493
2367

2161 1986 1752

2771 2832 2894 2984 3053 3156 3065

2878 2983
1930 1754 1834

1713 1749 1755 1756 1417

1447 1600

0

1000

2000

3000

4000

5000

6000

7000

（3,433）
（3,352）

（3,578）

定員： （6,890）（6,890）（6,890）（6,890）（6,730）
（6,490）（6,410）

（5,210）
（4,965）（4,916）

（4,607）（4,428）（4,248）
（4,123）

（6,890）

（5,145）定員：（5,095）（5,175）（5,175） （5,155）（5,365）（5,380）
（5,520）（5,560）

（6,010）（6,098）（6,056）（6,347）
（6,481）（6,501）（6,636）（6,667）（6,681）

幼保 幼保 幼保 幼保 幼保 幼保 幼保 幼保 幼保 幼保 幼保 幼保 幼保 幼保 幼保 幼保 幼保 幼保 幼保幼保 幼保 幼保 幼保 幼保 幼保 幼保 幼保 幼保 幼保 幼保 幼保 幼保 幼保 幼保 幼保 幼保 幼保

（6,653）
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H18年度 H19年度 H20年度 H21年度 H22年度 H23年度 H24年度 H25年度 H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度 R1年度 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

保育所等 98.3% 98.1% 99.2% 100.6% 102.8% 100.4% 102.8% 103.3% 103.7% 96.0% 95.9% 97.6% 94.2% 94.8% 95.2% 94.2% 92.8% 92.7% 92.2%

幼稚園等 59.8% 58.9% 58.0% 56.7% 55.7% 54.2% 54.5% 55.7% 53.5% 63.0% 64.7% 62.7% 62.8% 60.5% 58.7% 57.4% 60.4% 57.9% 52.3%

4月1日 0人 0人 0人 0人 0人 0人 0人 0人 0人 0人 0人 0人 0人 0人 0人 0人 0人 57人 0人

10月1日 0人 0人 0人 0人 81人 96人 102人 104人 98人 92人 93人 99人 83人 101人 111人 97人 - - -

入

所

率

保

育

所

等

待

機

児

童

幼保 幼保 幼保 幼保 幼保 幼保 幼保 幼保 幼保 幼保 幼保 幼保 幼保 幼保 幼保 幼保 幼保 幼保 幼保幼保 幼保 幼保 幼保 幼保 幼保 幼保 幼保 幼保 幼保 幼保 幼保 幼保 幼保 幼保 幼保 幼保 幼保
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２－(２)－② 保育定員確保のための津市の取組

第３ステージ第２ステージ

☆民間を中心とした保育定員の増

（施設整備、余剰スペース活用）

市立 ２０

私立 ５４０

計 ５６０

☆休園等による保育定員の減

市立 -８５

私立 -１０

計 -９５

（５６０－９５）４６５人増

☆こども園への移行による保育定員の増

Ｈ２７ Ｈ２８ Ｈ２９ 計

０ ０ ０ ０

幼稚園 １２５ ０ ０ １２５

保育園 ０ １０ １０ ２０

計 １２５ １０ １０ １４５

☆民間を中心とした保育定員の増

（施設整備、地域型保育事業の新設、余剰スペース活用）

市立 １０

私立 ２０５

計 ２１５

☆利用定員の設定による保育定員の増減

市立 ２５５ -１１０

私立 １４１

計 ３９６ -１１０

☆休園等による保育定員の減

市立 ０

私立 -１５０

計 -１５０

（７５６－２６０）

市立

私立

４９６人増

年度

子ども・子育て支援新制度スタート

（R6 .4 .1時点）

市立

私立

市立

私立

計

５８人（　３園） １９人（　１園）

５，０９５人（５５園） ５，５６０人（５６園） ６，０５６人（６０園） ６，６５３人（６５園）

地域型
保育事業

私立

認定
こども園

８２５人（　６園）

６５５人（　６園） １，８９２人（１８園）

保育園
２，４６５人（２８園） ２，４００人（２５園） ２，５５５人（２５園） １，８５９人（１９園）

２，６３０人（２７園） ３，１６０人（３１園） ２，７８８人（２６園） ２，０５８人（２１園）

平成１８年度から平成２６年度 平成２７年度から平成２９年度 平成３０年度から令和６年度

津市立こども園の開園

私立保育園 ５園

私立幼稚園 １園が、

認定こども園に移行
私立保育園 ７園
私立幼稚園 ４園
が認定こども園に移行

市立 こども園 ６園
私立 こども園 １園
私立保育園 １園

を新設

私立地域型保育事業
１園が、保育所に移行

☆こども園への移行・新設による保育定員の増

Ｈ３０ Ｒ１ Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ 計

３７ ５ ２０ ０ ８ ０ ０ ７０

幼稚園 ２２４ ７３ ０ ０ ０ ０ ２０ ３１７

保育園 ０ １２ ０ ９０ ３０ ０ ０ １３２

２６１ ９０ ２０ ９０ ３８ ０ ２０ ５１９

☆民間を中心とした保育定員の増

（施設整備、保育所への移行、余剰スペース活用）

市立 ０ ０ ２４ ０ ０ ０ ０ ２４

私立 ４０ ４４ ０ ２１ ３６ ２７ ３８ ２０６

計 ４０ ４４ ２４ ２１ ３６ ２７ ３８ ２３０

☆利用定員の設定による保育定員の増減

市立 ０ ０ ０ ０ ５ ３０ ０ ３５

私立 -１０ ０ ０ ０ -２９ -１６ -４３ -９８

計 -１０ ０ ０ ０ -２４ １４ -４３ -６３

☆休園等による保育定員の減

市立 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

私立 ０ ０ ０ ０ -１９ -７０ ０ -８９

計 ０ ０ ０ ０ -１９ -７０ ０ -８９

（７４９－１５２）

計

５９７人増

年度

市立

私立
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待機児童ゼロに向けた保育定員確保のために、津市ではどんなことをしてきたの？

廃止・休園などによる減611人分を差し引いて・・・計1,558人分増

▶待機児童解消や教育・保育環境の改善に向け保育定員の確保を進めます

849人分増

私立保育所等の
施設整備を支援

既存施設の
有効活用

私立幼稚園・保育園から
こども園への移行・新設

地域型保育事業の
認可

公立こども園の
整備

159人分増 494人分増 38人分増 70人分増

＜保育施設と幼稚園等の定員・利用状況＞ ※保育所等は4月1日現在、幼稚園等は5月1日現在、カッコ内の数字は利用者数

保育所等の利用者が増加する一方で、幼稚園等の利用者は減少。
保護者のニーズに合わせて、保育所等の定員を拡大し、幼稚園等の定員を減らしました。

２－(２)－③ 保護者のニーズに合った幼児教育・保育のために

利用定員の設定

559人分増

35

定員

計

定員

計

※保育所等→ 保育所、地域型保育事業（事業所内保育・小規模保育）、認定こども園（保育認定部分）

※幼稚園等→ 幼稚園、認定こども園（教育認定部分）

3,352 （1,747） ▲3,538 （▲1,987）

▲2,730 ▲738 ▲701,640 1,622 90

6,890 （3,734） 6,410 （3,427） 4,916 （3,082）

2,875 1,901 140

国立

4,370 2,360 160 4,070 2,200 140

国立 市立 私立 国立 市立 私立私立幼稚園等 市立 私立 国立 市立 私立 国立 市立

（1,126）5,095 （5,008） 5,560 （5,763） 6,056 （5,912） 6,653 （6,134） 1,558

2,555 3,501 2,684 3,969 219 1,339

市立 私立 市立 私立

3,160

増減

保育所等 市立 私立 市立 私立 市立 私立

2,465 2,630 2,400

平成18年度 平成26年度 平成29年度 令和6年度

子ども･子育て支援新制度施行前 子ども・子育て支援新制度 津市立こども園の開園

２.こども・子育て



T s u C i t y

平成２７年３月１日号 広報津より

２－(２)－④【市長コラム】待機児童ゼロ都市・津市
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37

昭和２年に公立の新町幼稚園を設立。大正１３年には現在の相愛保
育園にあたる公立保育所として、津市保育園を設立。平成３０年に
は、幼稚園・保育所を一体化し、津市立として初めての幼保連携型
認定こども園３園（津みどりの森こども園、香良洲浜っ子幼児園、
白山こども園）を開園、続けて平成３１年４月には一志こども園、
令和２年４月には芸濃こども園、令和４年４月には河芸こども園を
開園した。

津市の幼児教育・保育

市立の施設数

「一人ひとりの子どもに寄り添い、心身ともに健やかで、よく
遊ぶ子どもを育てる」、「豊かな心と健やかな体を持ち、たく
ましく生き抜く子どもを育てる」を基本に、これまでの長年の
経験や実績を活かした教育・保育を実施
また、香良洲浜っ子幼児園（香良洲）、白山乳幼児教育セン
ター（白山）、高野保育園・高岡幼稚園（一志）で積み重ねた
幼保一体化の実践を基に、幼保連携型認定こども園を開園

各幼稚園、各保育所の建学精神や保育理念のもと、長年にわた
る研鑽を積まれ、時代に合わせた特色のある教育・保育を実践
平成２７年４月に施行された子ども・子育て支援新制度にも的
確に対応し、市内初の幼保連携型認定こども園、小規模保育事
業所を開設され、利用者の多様なニーズに対応する幼児教育・
保育を展開

明治２１年に県下初の私立幼稚園が市内で開設。大正３年には県
下初の保育所として三重保育院が開設。平成２７年には新制度開
始と同時に市内初の幼保連携型認定こども園として藤認定こども
園が開設された。

私立の施設数

津市の質の高い幼児教育・保育の実現に向けて

大正時代から続く実績 明治時代から続く伝統と実績

２－(２)－⑤ 保育所、幼稚園、認定こども園等

幼稚園 １７施設

保育所 １９施設

認定こども園 ６施設

幼稚園 ５施設

保育所 ２１施設

認定こども園 １８施設

小規模保育事業所 １施設

合計 ４５施設

合計 ４２施設
※他 国立幼稚園１園
※休園中の施設は除く

２.こども・子育て
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津みどりの森こども園
神戸幼稚園、新町幼稚園、修成幼稚園、新町保
育園を一つにして整備 【定員２２５人】

２－(２)－⑥ 津市立のこども園整備

平成30年
４月開園

河芸こども園

豊津幼稚園、上野幼稚園、上野保育園を一つに
して整備 【定員１１８人】

白山こども園

平成30年
４月開園

同じ施設内で運営している白山幼稚園と白山保
育園を一体化 【定員２４０人】

芸濃こも園

令和２年
４月開園

椋本幼稚園、安西・雲林院幼稚園、芸濃保育園
を一つにして整備 【定員２４０人】

芸濃こども園

津市子ども・子育て支援事業計画及び第２期津市子ども・子育て支援事業計画に基づき、平成３０年度から令和３年度までに公立のこども園６施
設の整備を行いました。

一志こども園
隣接する高岡幼稚園と高野保育園を一体化して
整備 【定員２４５人】

平成3１年
４月開園

同じ施設内で運営している香良洲幼稚園と香良洲
保育園を一体化 【定員１９２人】

平成30年
４月開園

香良洲浜っ子幼児園

平成３０年度に３施設、
平成３１年度に１施設、
令和２年度に１施設、

令和４年度に１施設を開園！

令和４年
４月開園
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２－(２)－⑦【市長コラム】こども園をつくります

平成２８年３月１日号 広報津より
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津市立神戸幼稚園、津市立新町幼稚園、津市立修成幼稚園及び津市新町保育園を一つにして、幼保連携型認定こども園を整備。

●定員規模（利用定員）

質の高い幼児教育・保育の総合的な提供環境を実現

津みどりの森こども園が平成３０年４月に開園！

開園に向けた施設整備：総事業費 ６億７，１２８万円
※財源内訳: 合併特例事業債 ４億８，２１０万円

国庫補助金 ５，５７２万円
一般財源 １億３，３４６万円

津市立神戸幼稚園園舎を
増築・改修し、一体的施
設のもとで０～５歳児に
教育・保育を提供

市道神戸第３３号線、
西側出入口の拡幅工事

２－(２)－⑧ 津みどりの森こども園

※整備内容 神戸幼稚園増築及び改修等工事に係る実施設計及び地質調査
神戸幼稚園増築及び改修等工事
駐車場、周辺道路整備等

神戸地区放課後児童クラブ
「みどりっ子」を神戸小学校
内へ移転し、その跡地に
駐車場を整備

・調理室の新設
・賄材料搬入口の設置
・子育て支援室の設置

教育認定

３号認定 ２号認定 １号認定

０歳児 12 12
１歳児 15 15
２歳児 18 18
３歳児 20 40 60
４歳児 20 40 60
５歳児 20 40 60

計 45 60 120 225

保育認定
計

園舎入口

園庭
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２－(２)－⑨【市長コラム】こども園開設の舞台裏

平成３０年５月１日号
広報津より
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整備概要

一志こども園が平成３１年４月に開園！

隣接する津市立高岡幼稚園及び津市高野保育園を一体化して、幼保連携型
認定こども園を整備

主な施設整備

建築整備

機械設備

電気設備

●高岡幼稚園園舎と高野保育園園舎を接続
（接続部は既存の倉庫を含めこども園職員
室として整備）

●屋根の全面葺き替え（防水改修等含む）
●高岡幼稚園職員室を保育室に整備
●高岡幼稚園遊戯室を拡張整備
●高野保育園調理室を拡張整備

ほか

●空調設備等の整備（一部既存の機器を活
用） ほか

●自家発電装置、消防設備等の整備
ほか

●定員規模（利用定員） ２４５人

●増築 鉄骨平屋建 延面積３０．２㎡
●工期 平成３０年４月～平成３１年２月

●一志こども園整備図

総事業費

２億６，０６５万円
財源内訳 合併特例事業債 ２億７００万円

一般財源 ５，３６５万円

２－(２)－⑩ 一志こども園

教育認定

３号認定 ２号認定 １号認定

０歳児 12 ― ― 12

１歳児 25 ― ― 25

２歳児 28 ― ― 28

３歳児 ― 30 30 60

４歳児 ― 30 30 60

５歳児 ― 30 30 60

計 65 90 90 245

一志こども園

保育認定 計

調理室

職員室遊戯室 42

２.こども・子育て



T s u C i t y

整備概要

●芸濃こども園と周辺整備

芸濃こども園が令和２年４月に開園！

教育・文化・スポーツ施設が集積している椋本地区に、津市立椋本幼稚園、津市立安西・雲林
院幼稚園、津市芸濃保育園を一つにして、幼保連携型認定こども園を整備

２－(２)－⑪ 芸濃こども園

構造：鉄骨造 総２階建て（新築）
設置場所：旧芸濃福祉センター跡地（約8,500㎡）
延床面積：2,325㎡

場所：津市立椋本幼稚園舎・園庭、
旧芸濃町福祉センター跡地一部

面積：2,958㎡（2歳以上の園児1人あたり約14㎡）

場所：津市芸濃保育園舎・園庭跡地（2,676㎡）
台数：54台

園舎

園庭

駐車場

●芸濃こども園施設整備 【定員２４０人】

総事業費

9億4,901万円
●財源内訳

合併特例事業債 8億2,730万円
一般財源 1億2,171万円

●整備内容
園舎新築工事
園庭・駐車場整備工事 ほか

教育認定

１号認定 ２号認定 ３号認定

０歳児 12 12

１歳児 20

２歳児 28

３歳児 30 30

４歳児 30 30

５歳児 30 30

合計 90 90 60 240

ー ー
48

ー 180

保育認定
合計

●定員規模（利用定員）

園舎

園庭

駐車場
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すでに保育園（※）を利用している子どもの保護者が育児休業を取得した

場合に、保育園を継続利用できるように！ 平成２８年４月から

❢課題・検討結果

年齢による判断をせず、個々の子どもの発達や
環境に応じて利用継続可能に

育児休業を取得しやすく、就労の継続を支援

育休退園廃止に伴う利用の増加分を確保し、待
機児童問題に対応

※この場合の保育園とは、保育所、認定こども園の保育、地域型保育事業を指します。
保育園を利用するには、保護者の就労、疾病などの保育を必要とする理由に基づく保育の必要性の認定を受
ける必要があります。

〇環境の変化による子どもへの影響

〇待機児童問題

〇保護者支援

２－(２)－⑫ 保育園の育休退園を廃止

平成２７年度まで
子どものクラス年齢によって取扱いが異なる
３歳児クラス以上・・・継続して利用可能
２歳児クラス以下・・・原則退園

（保育の必要性を認定しない）

平成２８年度以降

子どものクラス年齢にかかわらず取扱いを統一

全年齢の子ども・・・継続して利用可能
（保育の必要性を認定）

子どもの育ちに配慮して
保育環境を整備し、

子育て家庭を応援します

平成２８年度平成２９年度

継続利用

退園

１４５人

７人

２０１人

２人

●取り扱い変更後の育休取得者利用状況平成２４年度～平成２７年度は年間約３０人が退園

平成３０年度

２３３人

１人

※効果検証のため変更後３年間の実績を掲載。
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平成２８年２月１日号 広報津より

２－(２)－⑬ 【市長コラム】「育休退園」を廃止します
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２－(２)－⑭ 使用済み紙おむつ回収処分事業

対 象 私立の保育所及び認定こども園等
（保育所２０施設、認定こども園１８施設、小規模保育事業１施設）

補助額 ０～２歳児の入所児童１人につき月額２５０円
（令和５年７月以降の実施分から適用）

◆【市独自事業】回収処分補助 回収処分費への補助は
三重県内初！

◆ 回収ボックス等設置補助

対 象 回収ボックス等が必要な私立の保育所及び認定こども園
（保育所１９施設、認定こども園１４施設）

補助額 購入実費額
（１施設１７万円を上限。令和５年６月購入分から適用）

※回収処分補助は公定価格の対象となるまでの制度とし、
回収処分費用については、引き続き公定価格の対象とすることを要望していく

※回収ボックス等設置補助は令和５年度限り

保育所等での使用済み紙おむつの回収処分へのニーズの高まりから回収処分を実施する私立施設
が急増しているが、公定価格の対象となっておらず、処分費用は保育所等の負担となっている

紙おむつを持ち帰る保護者の負担軽減、児童ごとに紙おむつを仕分ける保育士等の負担軽減に向けて

市内全ての保育所等を対象に使用済み紙おむつ回収処分を実施

私立施設

公立施設 令和５年７月４日から公立全２５施設で使用済み紙おむつの回収処分を開始
回収ボックス等の購入は令和５年７月中に競争入札を行い、９月末に設置完了

令和５年７月４日から申請書様式等を全施設へ発送・申請書受付開始
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内 容 金 額

就職準備金
令和６年４月１日付けで私立保育所等へ就職した保
育士・幼稚園教諭等に準備金を支給

１０万円

就労継続支援金
就職準備金の支給者で２年目の就労を開始した保育
士・幼稚園教諭等へ支援金を支給

１０万円
47

２－(２)－⑮ 保育士・幼稚園教諭等就労開始応援事業

市内の私立保育所・認定こども園・幼稚園に就職した保育士、保育教諭、幼稚園教諭

私立保育所等の人材確保のため保育士・幼稚園教諭等就労開始応援事業を創設

対象者

２０万円を支援内容・金額

令和６年度実績 就職準備金 ６７件 ６７０万円

平成１８年度以降令和４年度までに、廃止・休園などによる減４８９人分を差し引いて
計１,５７２人分増の保育定員を確保してきたものの、保育士の待遇や保育現場の環境、地域間
での人材の取りあいなどにより、保育士が不足するという新たな事態へ

保育人材を確保するための施策を検討するなか、令和５年４月１日入所において１歳児の待機
児童が発生

令和５年４月２７日に事業内容等を政策決定
令和５年度補正予算を６月議会へ提案 ⇒ 議決

２.こども・子育て
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令和５年７月１日号 広報津より

２－（２）－⑯ 【市長コラム】時代を映す保育の現場

48
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令和６年４月１日号 広報津より

２－（２）－⑰ 【市長コラム】保育を護る

49
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保健師や子ども家庭支援員などを配置し、妊産婦、こども、子育て世帯及
び女性に係る相談や、虐待や貧困、ヤングケアラーなど困難を抱えたこど
もに関する相談・情報をお受けします。

専門職がこどもの発達についての不安や心配ごとの相談をお受けします。

子育て支援センターや児童館、子育て広場、こども食堂等を担当し、こども
の居場所づくりを進めます。

２－(３)－① こども家庭センターの設置

子育て世代の身近な相談窓口として、保健師や保育士が、妊娠期から子育て期
の不安や悩みをお聞きし、本庁のこども家庭センターや地域の専門機関と連携し
て一人一人にあった情報やサービスなどを提案

これまで
⚫ １０か所の保健センターと５か所の子育て支援センターは

「子育て世代包括支援センター」として運営

津市こども家庭センターの
こども子育て支援拠点として位置付け

こどもの居場所づくり担当

こども家庭相談担当

発達支援担当
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２－(３)－② 子育て支援センター

０歳から就学前（主に未就園児）の子どもを対象に、子育て中の親と子が気軽に集い、相互交
流や子育ての不安・悩みについて相談をしていただける場です。
津市の子育て支援センターは、公立・私立保育所などで１８箇所（令和６年４月1日時点）開設
しています。

子育て支援センターとは

子育て支援センターの事業内容

①交流の場の提供・交流促進 → 親子の友達づくりをしていただけます
②子育てに関する相談・援助 → 気軽に相談していただけます
③地域の子育て関連情報の提供 →    子育てに役立つ情報が得られます
④子育てや子育て支援に関する講習等 → 親子の育ちの支援をします

地域の子育て家庭の支援を充実

保育園や幼稚園に通っていない
未就園児の子どもがいる家庭を

取り巻く現状と課題

●核家族化、地域のつながりの希薄
化の進行

●男性の子育てへの関わりが少ない
●児童数の減少

●子育ての孤立化による子育ての
不安、ストレスの増加

●子育て中の同世代の親と子ども
が交流する機会（場）が少ない

●地域で子育てを支える環境の減少

現状

課題

子育て支援センター以外の交流の場

0歳から就学前（主に未就園児）の子どもを
対象に、親子のふれあい遊び、子育ての相
談などを行っています。公の機関に限らず、
医療機関、地域の団体などが様々な場を提
供しています。

◆子育て広場

幼稚園に入園されるまでのお子さんとその
保護者が、安心して楽しく遊んでいただく
場として公立幼稚園で開催しています。子
育てに関する情報交換もしていただけます。

◆公立幼稚園未就園児の会

０歳から１８歳までの児童のための施設で
す。子どもたちに遊び場と遊びを提供し、遊
びを通して児童が心身ともに健やかに成長
し、情操を豊かにするお手伝いをします。
小さいお子さんは保護者の方と一緒にご利
用ください。

◆児童館

津市 おやこでおでかけ 検索

場所・日時など詳細は津市ホームページから

安濃子育て支援センター「わくわくランド」

子育て支援センターの設置場所・様子

各子育て支援センターには保育士が常
駐しており、子育ての不安や悩みについ
て相談をしていただけます。
また、利用者支援コーディネーターがい
るセンターでは、１０箇所の保健センター
と連携し、子育て世代包括支援センター
として子育てに関する切れ目ない支援を
行っています。

▣子育て相談

保育所等併設…１０箇所 単独施設…８箇所

※かるがも出張広場は、高茶屋保育園
の閉園に伴い、令和７年３月１８日をもっ
て閉所します。閉所に伴い、令和7年４
月以降、たるみ子育て支援センターを、
土曜日も開所します。

市内の施設数
1８箇所

どんぐり（久居保育園）

川合かんがるールーム
（川合保育園）

どんぐり（白山こども
園）

子育て応援広場「はぐは
ぐ」

安濃子育て支援センター
「わくわくランド」

にこにこらんど
（みらいの森ゆたか園）

わくわくの森（豊野保育園）

愛・子育てひろば
（白塚愛児園）

桜橋子育て支援センター

わくわくの森（第二はなこま保育園）

かるがも出張広場
(高茶屋保育園）※

香良洲浜っ子幼児園子育て支援センター

たるみ子育て
支援センター
「かるがも」※

子育て支援ひろば「ろまん」

芸濃子育て支援センター「ぷ
ちぷち」

利用者支援コーディネーターがいる子育て支援センター

TSUDOI（つどい）
子育て支援センター
ASTRA（アストラ）
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のんの（高田保育園）

令和5年度の利用者数
46,453人

２.こども・子育て
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実施日 毎週月・水・木・金曜日

時 間
10時～12時
13時～16時

対象者 未就園児とその保護者

２－(３)－③ 津市たるみ子育て交流館

昭和53年4月 津市たるみ児童福祉会館完成
（昭和54年4月から津市社会福祉事業団により運営）

国による「児童養護施設等の小規模化及び家庭的養護の推進について」の方針
に基づき、津市たるみ児童福祉会館において、より家庭的な養育環境を実現する
ため、施設の小規模化・ユニット化に向けた整備・改修等に取り組むことを示す

平成26年7月 津市が家庭的養護推進計画を策定

津市たるみ児童福祉会館は、津市において地域活力再生のため地方公共団体が
行う自主的・自立的な取組を国が支援する「地域再生制度」を活用し、新たな機能
を有する施設として再生利用を検討する

平成27年4月～ 津市社会福祉事業団在り方検討会議により、当計画を検討・協議

津市たるみ児童福祉会館を地域再生制度の「補助対象財産の転用手続の一元

化・迅速化」の支援措置により利活用

平成29年9月5日 地域再生計画「生涯活躍に資する生活拠点の形成に向けた多
世代がつながる子育てしやすい地域づくり計画」認定申請書を国（内閣府）へ提出

平成29年11月7日 地域再生計画を国（内閣府）が認定

平成30年4月～ 旧津市たるみ児童福祉会館を改修

平成30年10月1日 「津市たるみ子育て交流館」として一部供用開始

子育て交流ルーム 研修会議室

オープンまでの経過

平成３１年4月1日から全面供用開始

たるみ
子育て支援
センター
かるがも

子育て支援

多世代交流

子育て支援関係者交流会・研修会

保護者支援教室

地域交流行事

相談事業

地域全体でこどもの育ち・親の育ちを支援すること
を目的とし、すべてのこどもを対象に以下を開設
● 未就学児遊び場（未就学児が遊べる場所の提供）
● 親子交流（乳児とその保護者の交流）
● 遊戯室（ゲーム、談話等）
● 図書室（読書）
● 自習室（子どもの自主学習を支援）

こどもの
居場所
づくり

開館時間 9時30分から16時30分まで

休 館 日 毎週火曜日、年末年始

実施日 毎週月・水・木・金・土曜日

時 間 10時～16時

対象者 未就学児とその保護者

令和７年４月～

２.こども・子育て
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旧津市社会福祉センターにあった児童館（丸之内）を平成25年7月1日に津センターパ
レス地下１階へ移転し、津市まん中こども館として開設。

■充実した施設機能

【多目的トイレ】

■利用時間・休館日

利用時間：１０：００～１９：００
休館日：毎週水曜日、12月29日～１月3日

【乳幼児ふれあいスペース】 【多目的スペース】

【授乳室】

【多目的スペース（図書コーナー）】【ミーティングルーム１・２】

２－(４) 津市まん中こども館

53

事業の内容

産前産後の母子や乳幼児が対象のひろば
から中高生対象の企画実施まで多様な年代
の子ども達を対象とした事業を行っています。

「あそび」を柱に子ども達が主体的に活動
することを大切にしています。

＜利用者数＞
令和５年度の実績 8,470人

施　　設 面積（㎡） 機　　能

乳幼児ふれあいスペース 遊び場（乳幼児）

多目的スペース 遊び場（児童）

多目的スペース図書コーナー 図書室

トイレ 32 おむつ交換台等を備えた多目的トイレ

授乳室（湯沸し有） 14 授乳、湯沸し、おむつ換え

ミーティングルーム１ 90 小中校生や子育て支援団体のミーティング、活動場所

ミーティングルーム２ 57 小中校生や子育て支援団体のミーティング、活動場所

その他 71 事務所等

計 528

264

２.こども・子育て
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市芸濃庁舎南側芝生広場を活用して、
津市げいのう わんぱーくを整備

公園デビューできる場所がない

親同士の交流の場を

近所の公園には子育て仲間がいない

買い物のついでに車で立ち寄りたい

子育て世代からのさまざまな声

新たな親子遊び空間の提案

車での買い物ついでに、気軽に立ち寄って親子で遊び、友だちづくりもできる場

開館時間
［４月～９月］１０時から１７時まで
［１０月～３月］１０時から１６時まで

利 用 料 無料

利用対象者
小学生以下の児童と保護者
（小学４年生以下は保護者同伴）

休 館 日
毎週木曜日,年末年
始,施設点検期間

屋内施設（交流プラザ 延床面積403.75㎡）

２－(５)－① 津市げいのう わんぱーく(全天候型親子遊び空間)

子育て支援センター
を併設！

屋外施設（芝生広場 広さ6,000㎡）

げいのう わんぱーく

年度 Ｈ２７ Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ R１ R２ R３ R４ R５ 計

利用者 （単位：千人） 47 29 31 36 33 13 16 22 29 253
平成27年4月4日オープン

子育て支援センター

実施日
毎週月・火・水・金
曜日

時間
１０時～１６
時

場 所
交流プラザ内
乳幼児スペース

対象者
未就園児と
その保護者
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平成２７年７月１日号 広報津より

２－(５)－②【市長コラム】「げいのう わんぱーく」人気です！
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２－(６) 津市久居中央スポーツ公園内プールの休止及び新たな展開

津市久居中央スポーツ公園内プール

旧久居市市制施行２０周年記念事業として平成２年オープン（整備費：約１３億円）

合併後は屋外プールの拠点施設として、年間約３万人が利用する人気の施設

令和７年４月 老朽化によりプール休止

主なリニューアルの内容

漏水発生
修理困難

地方創生第2世代交付金に事業を申請

プールを解体し、子育て世帯のための新たな事業を行うための財源の確保

施設の老朽化
（オープンから
34年以上経過）
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保護者が就労等により家庭にいない、小学校に就学している児童を対象として、専用の
保育施設や小学校の余裕教室、児童館等の施設を利用して適切な遊び及び生活の場を

提供し、心身の健全な育成を図る場所です。

放課後児童クラブとは

津市の放課後児童クラブ

津市の放課後児童クラブは、
令和６年４月１日時点で９４クラブ
（公設民営６５、民設民営２９）あります。
各放課後児童クラブに対して、運営費の
補助や施設の整備、支援員確保を実施。

■合併後の施設整備
・放課後児童クラブの状況
特に、夏休み等はクラブ職員が不足。

ハローワーク等で周知するも応募が少ない。

放課後児童クラブへの支援の充実 ■支援員確保の支援

平成３０年度から、教育現場の市臨時職員が、夏休み中に限
り、放課後児童クラブへ従事することを許可
平成３０年度実績 ２４クラブ ３８人

課題

令和元年度から、県任用の非常勤講師等も対象
令和元年度実績 ２８クラブ ４９人（うち県任用３人）

会計年度任用職員（パートタイム）が夏休み、冬休み、春休み
にも放課後児童クラブへ従事する取組を拡大
令和２年実績 ３８クラブ ４８人
令和３年実績 ４６クラブ ６９人
令和４年実績 ５７クラブ ７９人
令和５年実績 ５２クラブ ７０人
令和６年実績 ４８クラブ ７５人

令和５年度から学童保育就職フェアを開
催
＜令和６年度実績＞

参加団体 ２３団体
参加者 １０名

※受入児童数は各年度３月３１日時点の数字（Ｒ６年度は３月補正後の人数、Ｒ７年度は当初予算の人数）
運営補助金額は各年度決算額（Ｒ６年度は３月補正後の予算額、Ｒ７年度は当初予算額）

（千円）（人） 運営補助金額及び受入児童数の推移

支援員の人手不足解消に向け
実施した学童保育就職フェアの様子

令和６年度に整備した
誠之放課後児童クラブ新築工事

年度 クラブ名 内容 予算額

修成しいのみ会 新築 142,797千円

高茶屋さくら会 新築 119,317千円
R7 57

２－(７) 放課後児童クラブ２.こども・子育て


